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面
打
大
光
坊
と
「
井
関
明
息
斎
」
ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
は
じ
め
に
前
例
の
な
い
広
範
囲
で
多
岐
に
わ
た
る
原
資
料
を
基
に
、
宮
本
圭
造
氏
の
「
面
打
井
関
考
」（『
能
楽
研
究
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
六
年
）は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
包
括
的
、
客
観
的
な
面
打
井
関
家
の
全
体
像
を
鮮
明
に
描
き
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
井
関
家
研
究
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
、
面
打
間
を
繋
ぎ
、
面
打
と
作
品
を
繋
ぐ
実
際
的
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
な
っ
た
。
論
考
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
面
打
の
中
で
、
特
に
大
光
坊
に
関
し
て
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
分
析
は
綿
密
で
、
大
光
坊
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
大
光
坊
幸
賢
は
永
正
八
年
に
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大
吉
寺
西
之
坊
に
住
し
て
恵
鎮
と
名
乗
り
、
元
亀
三
年
大
吉
寺
焼
亡
後
、
大
吉
寺
を
離
れ
、
恵
久
法
印
と
名
を
改
め
て
引
き
続
き
面
打
と
し
て
活
動
し
、
天
正
二
年
か
ら
七
年
の
間
に
還
俗
し
て
井
関
明
息
斎
を
名
乗
っ
た
。
宮
本
氏
は
、
大
光
坊
関
連
の
資
料
、
す
な
わ
ち
現
存
作
例
、
文
献
記
載
の
作
例
、
仏
像
作
例
、
鞍
打
の
井
関
家
関
連
資
料
、
井
関
家
関
連
の
系
図
を
徹
底
的
に
分
析
、
解
明
し
て
結
論
を
導
き
出
し
た
。
大
光
坊
の
経
歴
の
各
ス
テ
ー
ジ
は
、
幸
賢
、
恵
鎮
、
恵
久
、
井
関
明
息
斎
と
い
う
異
な
る
名
乗
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
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べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
該
当
す
る
作
例（
文
献
記
載
の
作
例
）に
作
者
の
年
齢
と
面
の
制
作
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
幸
賢
」
銘
で
は
、
菅
江
真
澄
の
江
戸
時
代
の
旅
行
記
『
月
の
出
羽
路
』
に
描
か
れ
た
小
飛
出
面
、『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
（
正
徳
二
年
一
七
一
二
）、
滋
賀
県
長
浜
市
岡
谷
町
春
日
神
社
蔵
地
蔵
菩
薩
立
像（
天
文
十
二
年
一
五
四
三
）、
片
山
家
能
楽
保
存
財
団
蔵
飛
出
面
の
作
例
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
片
山
家
飛
出
の
彩
色
下
の
墨
書
銘
か
ら
、
こ
の
面
が
弘
治
三
年（
一
五
五
七
）に
「
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
」
四
十
七
歳
の
時
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
1
）。「
恵
鎮
」
銘
の
作
例
で
は
、
兵
庫
県
柏
原
八
幡
宮
蔵
尉
面
と
、
笹
野
竪
氏
の
研
究
ノ
ー
ト
『
雑
録
』
に
描
か
れ
た
小
面
の
面
が
挙
げ
ら
れ
、
笹
野
氏
ノ
ー
ト
に
転
記
さ
れ
て
い
る
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
小
面
は
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）、「
大
吉
寺
住
僧
西
之
坊
恵
鎮
」
四
十
八
歳
の
と
き
の
作
例
だ
と
わ
か
る
（
2
）。「
恵
久
」
銘
で
は
、『
日
本
馬
術
史
』「
作
鞍
寸
法
比
較
表
、
花
押
」
に
所
載
さ
れ
た
鞍
打
井
関
の
花
押
集
と
、
石
川
県
本
村
井
神
社
蔵
毘
沙
門
面
と
が
あ
り
、
毘
沙
門
の
面
裏
朱
漆
銘
に
は
、
天
正
二
年（
一
五
七
四
）に
「
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊
／
恵
久
法
印
」
が
六
十
四
歳
で
制
作
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
3
）。
ま
た
、「
井
関
明
息
斎
」
銘
に
関
し
て
は
、
観
世
文
庫
『
諸
家
花
押
控
』
に
記
さ
れ
た
銘
記
に
よ
り
、「
井
関
明
息
斎
」
が
天
正
七
年（
一
五
七
九
）、
六
十
九
歳
の
時
に
制
作
し
た
能
面
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
（
4
）。
幸
賢
、
恵
鎮
、
恵
久
、
井
関
明
息
斎
と
い
う
異
な
る
名
乗
り
と
そ
の
年
齢
を
記
し
た
四
面
は
、
誕
生
の
年
が
す
べ
て
同
じ
永
正
八
年（
一
五
一
一
）で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
氏
は
、
こ
の
他
に
大
光
坊
と
の
関
連
で
い
く
つ
か
の
面
を
取
り
上
げ
、
前
述
の
面
と
の
間
に
共
通
性
と
と
も
に
、
い
く
ら
か
の
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
面
は
、
同
じ
「
井

」
の
刻
銘
を
持
つ
滋
賀
県
多
賀
大
社
蔵
茗
荷
悪
尉
と
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
、
滋
賀
県
竹
生
島
宝
厳
寺
蔵
小
尉
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
宝
来
女
、
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
で
あ
る
が
、
ど
の
面
に
も
年
記
は
な
い
。
そ
し
て
一
昨
年
の
末
に
、「
井

」
の
刻
銘
を
持
つ
も
う
ひ
と
つ
の
新
た
な
能
面
が
出
現
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
癋
見
に
は
、
観
世
文
庫
『
諸
家
花
押
控
』
に
記
さ
れ
た
「
井
関
明
息
斎
作
」
の
面
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
銘
記
と
ま
っ
た
く
同
じ
墨
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書
銘
が
記
さ
れ
て
い
た
。
大
光
坊
と
「
井
関
明
息
斎
作
」
大
癋
見
、
姥
、
茗
荷
悪
尉
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
の
大
癋
見
に
は
、
剥
落
し
た
彩
色
の
下
か
ら
二
つ
の
別
々
の
墨
書
銘
が
額
の
左
右
両
側
に
見
え
て
い
る
。
左
側
は
力
強
い
行
書
体
で
「
江
州
北
郡
／
井
関
明
息
斎
作
／
六
十
九
歳
之
時
／
天
正
七
年
己
卯
六
月
廿
八
﹇
日
﹈」
と
記
さ
れ
、
一
方
、
楷
書
で
書
か
れ
た
右
側
に
は
「
損
シ
／
付
／
明
和
七
年
庚
寅
正
月
吉
日
／
出
目
元
休（
花
押
）／
滿
眞
／
彩
色
之
」
と
あ
る
（
5
）。
は
じ
め
の
墨
書
銘
は
、
こ
の
面
が
一
五
七
九
年
に
近
江
井
関
の
面
打
、
井
関
明
息
斎
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
二
つ
目
か
ら
、
そ
の
約
二
百
年
後
の
一
七
七
〇
年
に
、
越
前
出
目
家
の
面
打
、
出
目
元
休
満
真
が
彩
色
の
塗
り
替
え
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
面
裏
に
は
「
井

」
の
刻
銘
が
あ
り
、「
井
」
は
額
中
央
上
部
の
面
縁
の
す
ぐ
下
に
、「

」
は
鼻
刳
り
の
す
ぐ
上
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
刻
銘
を
持
つ
能
面
二
点
が
知
ら
れ
て
い
て
、
多
賀
大
社
蔵
茗
荷
悪
尉
と
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
で
あ
る
。
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
癋
見
を
含
む
こ
れ
ら
の
三
面
の
面
裏
は
、
鉋
目
を
残
さ
ず
滑
ら
か
で
、
眼
と
鼻
の
刳
り
の
縁
を
シ
ャ
ー
プ
に
つ
く
り
、
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
刻
銘
は
同
じ
位
置
に
大
き
く
刻
ま
れ
、「
井
」
は
、
二
本
の
縦
画
の
は
ね
を
含
め
ま
っ
た
く
同
じ
字
形
で
あ
る
。
茗
荷
悪
尉
と
姥
に
つ
い
て
は
、
刻
銘
の
彫
り
は
下
の
木
地
を
見
せ
て
い
て
、
塗
り
の
後
に
彫
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
癋
見
は
刻
銘
に
汚
れ
が
入
り
、
そ
の
点
を
判
断
す
る
の
が
難
し
い
。
三
面
と
も
鼻
刳
り
が
長
い
フ
ラ
ス
コ
形
で
、
眼
の
観世文庫『諸家花押控』スティーヴェン・マーヴィン氏蔵大癋見の墨書銘
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刳
り
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
上
の
高
さ
ま
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
と
、
ま
た
後
に
述
べ
る
い
く
つ
か
の
点
を
合
わ
せ
る
と
、
三
面
は
同
じ
面
打
、
大
癋
見
の
彩
色
下
墨
書
銘
に
記
さ
れ
て
い
る
「
井
関
明
息
斎
」
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
宮
本
氏
が
観
世
文
庫
資
料
を
取
り
上
げ
て
同
じ
生
年（
永
正
八
）を
も
と
に
論
じ
た
と
お
り
、
明
息
斎
と
大
光
坊
は
一
人
の
同
じ
面
打
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、「
井

」
作
品
に
は
、
大
光
坊
お
よ
び
大
光
坊
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
作
品（
片
山
家
飛
出
、
柏
原
八
幡
宮
尉
、
本
村
井
神
社
毘
沙
門
、
竹
生
島
宝
厳
寺
小
尉
、
東
京
国
立
博
物
館
宝
来
女
）に
繋
が
る
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
え
て
い
る
。
ま
ず
面
裏
を
見
る
と
、
五
面
は
い
ず
れ
も
鉋
目
を
残
さ
ず
滑
ら
か
で
、
眼
と
鼻
の
刳
り
の
縁
を
は
っ
き
り
つ
く
り
、「
井

」
の
三
面
と
同
様
の
彫
り
で
あ
る
。
毘
沙
門
を
除
く
四
面
は
、
同
じ
よ
う
に
フ
ラ
ス
コ
形
の
鼻
刳
り
が
眼
の
刳
り
の
高
さ
ま
で
伸
び
て
い
る
。
片
山
家
の
飛
出
、
柏
原
八
幡
宮
の
尉
、
竹
生
島
宝
厳
寺
の
小
尉
は
、
黒
塗
り
で
仕
上
げ
ら
れ
、
刻
銘
の
彫
り
が
下
の
木
地
を
見
せ
、
仕
上
げ
の
後
に
彫
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
毘
沙
門
と
宝
来
女
に
つ
い
て
は
、
後
に
ど
ち
ら
も
厚
い
黒
漆
で
塗
り
直
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
。
面
表
を
見
る
と
、
五
面
の
う
ち
片
山
家
飛
出
と
柏
原
八
幡
宮
尉
に
は
彩
色
下
墨
書
銘
が
あ
り
、
二
つ
の
筆
跡
は
酷
似
し
、
こ
れ
と
同
じ
筆
跡
が
大
癋
見
の
左
側
墨
書
銘
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
井

」
の
三
面
は
、
生
年
が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
面
裏
と
銘
記
の
特
徴
を
共
有
し
て
大
光
坊
に
繋
が
っ
て
い
る
。
大
光
坊
と
観
世
家
伝
来
面
宮
本
氏
は
、
大
光
坊
の
関
連
資
料
か
ら
、
金
春
座
の
面
の
写
し
と
し
て
、
菅
江
真
澄
『
月
の
出
羽
路
』
の
小
飛
出
、
笹
野
堅
研
究
ノ
ー
ト
『
雑
録
』
の
小
面
の
二
面
に
言
及
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
面
も
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
飛
出
に
つ
い
て
は
、
彩
色
下
墨
書
銘
を
書
29 面打大光坊と「井関明息斎」
片山能楽保存財団蔵飛出、政所八幡神社蔵大飛出、個人蔵天神
スティーヴェン・マーヴィン氏蔵大癋見、薬莱神社蔵大癋見、祐徳稲荷神社蔵
『能面切型図』「観世ノ大ヘシミ」
柏原八幡宮蔵尉
本村井神社蔵毘沙門
30
福井県立歴史博物館蔵姥、野村美術館蔵姥、熊野本宮大社蔵姥、祐徳稲荷神社蔵
『能面切型図』姥
多賀大社蔵茗荷悪尉、足柄神社蔵茗荷悪尉
東京国立博物館蔵宝来女
竹生島宝厳寺蔵小尉、土佐神社蔵尉、松井文庫蔵小尉、上野紺屋町蔵阿古父尉
31 面打大光坊と「井関明息斎」
き
写
し
た
と
思
わ
れ
る
「
於
今
春
座
□
／
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
申
し
候
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
小
面
に
つ
い
て
は
、
研
究
ノ
ー
ト
に
面
表
裏
の
墨
書
銘
、
刻
銘
の
記
述
に
加
え
て
、「
金
春
小
面
ウ
ツ
シ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
三
つ
目
の
金
春
関
連
の
面
と
し
て
、
竹
生
島
宝
厳
寺
小
尉
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
井
関
作
と
さ
れ
る
土
佐
神
社
蔵
尉
、
松
井
文
庫
蔵
小
尉
、
三
重
県
上
野
紺
屋
町
蔵
阿
古
父
尉
と
と
も
に
、
四
面
は
い
ず
れ
も
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
金
春
家
伝
来
の
阿
古
父
尉
と
の
繋
が
り
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
6
）。
た
だ
、
阿
古
父
尉
は
東
博
の
最
近
の
調
査
で
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
の
制
作
と
さ
れ
、
享
禄
元
年（
一
五
二
八
）の
年
記
が
あ
る
土
佐
神
社
尉
の
方
が
制
作
は
古
い
（
7
）。
次
に
同
様
の
こ
と
が
「
井

」
作
品
と
観
世
家
伝
来
面
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
大
癋
見
に
つ
い
て
見
る
と
、「
井

」
の
作
品
は
一
見
す
る
と
観
世
家
の
大
癋
見
の
造
形
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
観
世
家
伝
来
面
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
額
の
大
き
く
広
が
っ
た
上
下
二
つ
の
Ｖ
字
の
皺
、
上
方
向
よ
り
む
し
ろ
外
側
に
向
か
う
眉
毛
、
鼻
根
の
大
き
く
幅
広
の
ド
ン
グ
リ
形
の
彫
り
、
比
較
的
小
さ
め
の
丸
い
金
環
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
同
じ
特
徴
が
宮
城
県
薬
莱
神
社
蔵
大
癋
見
に
も
見
ら
れ
、
面
裏
に
「
井
関
備
中
守
作
／
大
ヘ
シ（
花
押
）／
慶
長
三
年
六
月
日
」
と
墨
書
銘
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
薬
莱
神
社
大
癋
見
は
、
佐
賀
県
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
『
能
面
切
型
図
』
に
描
か
れ
る
「
観
世
ノ
大
ヘ
シ
ミ
」
の
面
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。『
能
面
切
型
図
』
は
欠
損
部
分
が
あ
り
、
制
作
者
、
制
作
年
日
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
記
さ
れ
て
い
る
内
容
や
調
査
か
ら
、
桃
山
期
に
井
関
家
の
面
打
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
8
）。
図
と
薬
莱
神
社
大
癋
見
と
の
唯
一
認
め
ら
れ
る
違
い
は
、
額
の
上
側
Ｖ
字
の
切
り
込
み
が
緩
い
点
で
、
耳
の
彫
り
、
紐
穴
の
位
置
、
頬
上
部
の
庇
状
の
彫
り
の
形
状
な
ど
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
に
述
べ
た
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
観
世
家
の
大
癋
見
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
観
世
家
大
癋
見
の
井
関
家
の
変
形
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、「
井

」
大
癋
見
だ
け
の
特
徴
と
し
て
、
小
鼻
を
囲
む
稜
線
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
「
井

」
姥
に
つ
い
て
も
同
様
に
他
の
一
般
的
な
型
と
は
異
な
る
特
徴
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
顕
著
な
点
は
頬
の
造
作
で
、
小
鼻
上
32
部
か
ら
二
本
の
皺
が
頬
の
上
下
を
走
り
、
そ
の
間
の
稜
線
の
上
側
に
浅
い
窪
み
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頬
の
造
作
と
そ
の
他
に
も
い
つ
く
か
の
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
の
が
、
野
村
美
術
館
蔵
姥（「
イ
せ
キ
◇（
花
押
）」）と
熊
野
本
宮
大
社
蔵
姥（「
イ
せ
キ
◇
」）で
あ
る
。
田
邉
三
郎
助
氏
は
「
野
村
美
術
館
所
蔵
の
能
面
に
つ
い
て
」（『
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
）の
中
で
、
三
面
が
非
常
に
近
い
形
の
作
品
だ
と
し
て
、
野
村
美
術
館
蔵
姥
が
「
井

」
姥
の
本
歌
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
野
村
美
術
館
の
姥
は
昭
和
十
四
年
に
観
世
家
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ふ
た
た
び
『
能
面
切
型
図
』
を
見
る
と
、
巻
物
の
巻
頭
に
描
か
れ
て
い
る
切
型
図
が
姥
の
面
で
、
虫
喰
い
な
ど
で
破
損
し
て
一
部
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
小
鼻
上
部
か
ら
で
る
頬
の
皺
が
確
認
さ
れ
、
姥
の
図
が
現
存
す
る
三
面
の
井
関
作
品
の
特
徴
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
中
で
も
、
額
の
皺
、
眉
間
、
眼
の
形
な
ど
「
井

」
姥
が
一
番
近
い
。
し
か
し
三
面
と
も
現
在
の
観
世
家
姥
の
面
と
は
造
形
が
違
う
。
「
井

」
茗
荷
悪
尉
は
、
文
蔵
作
と
さ
れ
る
観
世
家
茗
荷
悪
尉
の
一
般
に
み
ら
れ
る
造
形
の
変
形
と
考
え
ら
れ
、
滋
賀
県
足
柄
神
社
蔵
茗
荷
悪
尉
に
も
同
じ
変
形
が
見
え
、
面
裏
に
「
イ
せ
キ
◇
」
の
刻
銘
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
井

」
と
観
世
の
つ
な
が
り
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
観
世
文
庫
の
資
料
の
中
に
、「
井

」
大
癋
見
の
左
の
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
／
井
関
明
息
斎
作
／
六
十
九
歳
之
時
／
天
正
七
年
己
卯
六
月
廿
八
﹇
日
﹈」
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
満
真
の
墨
書
銘
か
ら
、『
諸
家
花
押
控
』
の
明
息
斎
銘
記
は
、
満
真
が
面
の
塗
り
替
え
を
行
う
と
き
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
記
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
詳
述
す
る
出
目
満
真
と
観
世
元
章
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
こ
の
面
が
観
世
家
所
有
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
満
真
と
観
世
家
と
の
関
係
は
満
真
の
作
品
に
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
出
目
満
真
」
の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
る
観
世
家
伝
来
若
い
女
の
面
「
い
な
の
め
」
に
は
「
元
章（
花
押
）」
と
朱
漆
書
で
極
め
が
あ
る
。
ま
た
、
佐
賀
鍋
島
藩
伝
来
の
能
面
目
録
『
御
能
御
面
其
外
御
道
具
』
に
は
、「
翁
満
真
作
／
観
世
家
伝
来
之
面
写
／
宝
暦
上
章
執
除
姤
月
之
辰
」、「
翁
満
真
作
／
観
世
家
伝
来
之
弥
勒
作
写
／
明
和
六
己
丑
三
月
吉
日
」、「
三
ヶ
月
満
真
作
／
観
世
家
伝
来
福
来
作
写
／
明
和
五
戊
子
九
月
吉
日
」
の
三
面
が
記
さ
れ
、
宝
暦
十
年
33 面打大光坊と「井関明息斎」
（
一
七
六
〇
）か
ら
明
和
六
年（
一
七
六
九
）の
間
に
、
満
真
が
佐
賀
鍋
島
藩
の
た
め
に
観
世
家
伝
来
の
面
の
写
し
を
制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
9
）。
そ
し
て
明
和
六
年
の
面
か
ら
一
年
も
経
た
ず
に
大
癋
見
の
塗
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
は
他
に
観
世
家
伝
来
面
の
写
し
と
し
て
、
観
世
元
章
が
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）に
制
作
し
た
面
も
記
さ
れ
て
い
る
。
観
世
元
章
の
『
諸
家
面
目
録
』（
明
和
八
年
一
七
七
一
）に
は
、「
観
世
家
本
面
ノ
寫
」
に
満
真
作
の
二
面
が
あ
り
、「
黒
癋
見
出
目
十
八
造
」「
霊
女
出
目
十
八
造
」
と
あ
る
。
嘉
多
古
能
『
面
目
利
書
』（
寛
政
九
年
一
七
九
七
）に
は
、
観
世
元
章
と
大
野
出
目
家
友
水
と
の
後
年
の
不
仲
を
伝
え
る
記
述
が
あ
り
、
そ
の
た
め
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
元
章
と
満
真
は
か
な
り
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
癋
見
の
塗
り
替
え
は
元
章
が
満
真
に
依
頼
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
満
真
が
大
癋
見
の
存
在
を
元
章
に
教
え
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、「
大
光
坊
」
と
い
う
面
打
の
名
は
、
安
永
六
年（
一
七
七
七
）、
満
真
が
『
面
打
秘
伝
書
』
の
中
で
初
め
て
記
し
た
も
の
で
、
大
癋
見
の
塗
り
替
え
の
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
三
光
ノ
弟
子
ナ
リ
、
面
ヲ
打
／
大
光
坊
／
幸
賢
ト
云
」
と
書
か
れ
、
幸
賢
と
い
う
名
乗
り
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
井
関
／
上
総
介
／
江
州
海
津
ニ
住
ス
。
入
道
シ
テ
休
心
ト
号
ス
。
大
光
ニ
カ
タ
ラ
ヒ
面
ヲ
打
」
と
し
て
「
井
関
上
総
介
」
と
の
関
係
も
書
い
て
い
る
が
、
大
光
坊
が
井
関
家
一
族
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
な
く
、
井
関
明
息
斎
と
い
う
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
大
癋
見
塗
り
替
え
の
時
、
満
真
は
面
が
大
光
坊
の
作
で
あ
る
こ
と
も
、
大
光
坊
が
「

」
の
細
工
印
を
使
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
面
打
秘
伝
書
』
の
十
二
年
後
、
喜
多
古
能
『
面
目
利
書
』
で
は
、
大
光
坊
に
つ
い
て
「
宮
野
吉
常
院
智
恩
坊
大
光
坊
／
右
の
類
慥
な
る
も
の
を
見
ざ
れ
ば
論
じ
か
た
し
。
尤
も
、
印
、
判
、
名
、
等
彫
付
有
こ
と
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
喜
多
古
能
は
「
江
北
大
光
作

」
の
刻
銘
を
刻
ん
だ
面
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
く
、
お
そ
ら
く
満
真
も
同
じ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
光
坊
34
四
十
年
以
上
に
亘
る
面
打
と
し
て
の
経
歴
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
大
光
坊
作
と
さ
れ
る
能
面
は
、
現
存
作
例
と
文
献
記
載
の
作
例
、
わ
ず
か
に
十
面
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
わ
ず
か
な
作
例
が
、
彼
に
つ
い
て
実
に
多
く
の
こ
と
―
経
歴
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
名
乗
り
や
年
齢
、
異
な
る
能
の
流
派
と
の
関
係
の
可
能
性
な
ど
―
を
知
ら
せ
て
い
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
彼
の
作
風
や
造
形
に
は
、
い
く
つ
か
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
あ
る
も
の
は
、
能
面
完
成
過
度
期
の
時
代
を
反
映
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
環
境
の
変
化
や
井
関
家
の
一
族
と
の
繋
が
り
の
反
映
が
見
て
取
れ
る
。
大
吉
寺
の
時
代
の
「
幸
賢
」
飛
出
と
「
恵
鎮
」
尉
は
、
大
光
坊
の
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
現
存
作
例
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
室
町
時
代
後
期
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
二
面
の
制
作
時
期
は
ほ
と
ん
ど
離
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
能
面
ら
し
く
、
造
形
の
細
部
を
明
確
に
し
な
が
ら
同
時
に
彫
刻
に
自
由
さ
を
見
せ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
面
も
今
ま
さ
に
能
面
の
完
成
へ
至
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
飛
出
面
の
類
別
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
大
飛
出
と
天
神
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
造
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。
こ
の
片
山
家
飛
出
の
造
形
と
類
似
を
見
せ
て
い
る
面
に
、
滋
賀
県
政
所
八
幡
神
社
蔵
大
飛
出
と
、
面
裏
に
「
天
神
／
出
目
洞
水
／
享
保
廿
乙
卯
十
一
月
調
」
と
朱
漆
銘
が
あ
る
個
人
蔵
天
神
が
あ
る
。
肌
色
彩
色
の
天
神
は
眉
が
弧
を
描
い
て
い
て
、
片
山
家
飛
出
、
八
幡
神
社
大
飛
出
の
ま
っ
す
ぐ
斜
め
の
眉
と
は
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
見
え
る
。
面
白
い
こ
と
に
天
神
の
肌
色
と
同
じ
彩
色
の
跡
が
、
片
山
家
飛
出
の
剥
落
下
に
見
え
、
こ
の
面
が
か
つ
て
は
天
神
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
恵
久
」
毘
沙
門
の
造
形
と
表
情
に
つ
い
て
は
、
大
吉
寺
焼
亡
後
の
激
変
し
た
環
境
の
反
映
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
険
し
い
表
情
の
毘
沙
門
は
、
左
右
が
か
な
り
非
対
称
で
、
自
然
な
柔
軟
性
が
あ
り
、
生
き
て
い
る
か
に
見
え
る
。
た
い
へ
ん
独
創
的
で
個
性
的
な
作
品
で
あ
る
。
「
井

」
の
三
面
、
大
癋
見
、
姥
、
茗
荷
悪
尉
は
、
大
光
坊
が
還
俗
し
て
「
井
関
明
息
斎
」
と
名
乗
り
、
そ
れ
を
知
ら
せ
る
「
井
」
の
文
字
を
面
裏
の
刻
銘
に
刻
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
癋
見
の
年
記（
天
正
七
）か
ら
、
三
面
は
す
べ
て
安
土
桃
山
時
代
と
思
わ
れ
、
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大
光
坊
晩
年
の
制
作
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
面
と
同
じ
特
徴
を
共
有
す
る
能
面
が
、「
イ
せ
キ
◇
」、「
イ
せ
キ
◇（
花
押
）」
の
刻
銘
や
「
井
関
備
中
守
」
の
墨
書
銘
を
持
つ
他
の
面
打
井
関
の
作
品
の
中
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。「
井

」
の
三
面
は
、
大
光
坊
が
面
打
井
関
の
共
同
体
に
属
し
、
井
関
家
の
他
の
面
打
た
ち
と
、
面
形
な
ど
を
含
め
、
技
術
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
大
光
坊
に
つ
い
て
は
、
面
表
に
見
ら
れ
る
作
風
や
造
形
の
傾
向
や
特
徴
か
ら
だ
け
で
な
く
、
面
裏
に
見
ら
れ
る
彫
り
や
刻
銘
の
傾
向
や
特
徴
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
幸
賢
」
飛
出
と
「
恵
鎮
」
尉
面
の
面
裏
の
彫
り
と
「
江
北
大
光
作

」
の
刻
銘
の
酷
似
に
つ
い
て
は
、
同
じ
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
一
致
し
た
意
見
で
あ
る
（
10
）。
同
様
に
、
大
癋
見
、
姥
、
茗
荷
悪
尉
の
面
裏
の
彫
り
と
「
井

」
の
刻
銘
も
酷
似
し
、
同
じ
手
に
よ
る
も
の
と
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
ま
る
で
二
つ
の
違
っ
た
手
の
よ
う
で
あ
る
。「
幸
賢
」「
恵
鎮
」
の
表
情
あ
る
書
体
と
、
井
関
明
息
斎
作
品
に
刻
ま
れ
た
直
線
で
図
形
的
な
書
体
は
非
常
に
対
照
的
で
、
字
の
大
き
さ
も
「

」
の
位
置
も
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
両
者
を
同
じ
大
光
坊
の
作
品
だ
と
し
て
み
る
と
、
刻
銘
の
様
式
の
変
化
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
大
光
坊
が
環
境
の
大
き
な
変
化
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
面
の
作
風
を
変
化
さ
せ
た
と
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
両
者
の
作
品
に
は
二
十
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
。
た
だ
、
面
裏
の
彫
り
と
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
実
は
、
大
光
坊
は
彩
色
下
墨
書
銘
の
様
式
も
変
化
さ
せ
て
い
る
。
大
光
坊
四
十
七
歳
の
作
例
、
片
山
家
の
飛
出
は
、
墨
書
銘
は
面
の
左
右
両
端
に
記
さ
れ
て
中
央
部
分
は
大
き
く
空
け
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
年
制
作
の
笹
野
ノ
ー
ト
の
小
面
と
柏
原
八
幡
宮
の
尉
で
は
、
左
右
両
端
の
墨
書
銘
に
加
え
、
額
中
央
に
梵
字（
ク
ラ
ー
ク
）と
「
衆
人
愛
敬
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
晩
年
の
作
品
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
の
大
癋
見
で
は
、
大
光
坊
二
十
九
歳
の
作
例
で
あ
る
『
月
の
出
羽
路
』
の
小
飛
出
と
同
じ
よ
う
に
、
面
の
左
側
領
域
だ
け
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
が
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
光
坊
は
面
裏
の
刻
銘
だ
け
で
な
く
、
面
表
の
墨
書
銘
の
様
式
も
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
恵
久
」
毘
沙
門
を
見
る
と
、
裏
全
体
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
朱
漆
書
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
宮
本
氏
は
、
銘
記
法
と
筆
跡
の
違
い
か
ら
、
後
世
に
塗
り
替
え
が
行
わ
れ
た
際
の
彩
色
下
墨
書
銘
か
ら
の
転
記
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
た
。
よ
く
見
る
と
額
中
央
部
分
に
は
漆
の
下
に
布
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
そ
こ
に
「
毘
沙
門
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
光
坊
の
作
品
で
面
の
種
類
を
記
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
墨
書
銘
を
転
記
し
た
人
物
が
書
き
加
え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
光
坊
の
面
で
あ
れ
ば
、
額
に
刻
銘
が
あ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
が
、
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
布
の
下
に
隠
さ
れ
、
「

」
は
鼻
刳
り
の
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
毘
沙
門
の
朱
漆
書
銘
に
は
「
江
刕
浅
井
郡
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊
／
恵
久
法
印
作
／
毘
沙
門
／
六
十
四
歳
時
／
於
不
動
山
／
天
正
二
年
三
月
五
日
」
と
記
さ
れ
、
面
が
「
不
動
山
」
に
於
い
て
「
恵
久
法
印
」
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
記
さ
れ
た
「
西
坊
幸
」
と
、
そ
の
横
に
後
人
が
書
き
入
れ
た
「
明
王
院
法
印
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
西
坊
幸
」
は
お
そ
ら
く
大
光
坊
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
系
図
の
記
述
と
本
村
井
神
社
の
毘
沙
門
の
銘
記
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
大
光
坊
は
明
王
院
と
い
う
寺
院
で
、
恵
久
法
印
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
き
入
れ
の
信
憑
性
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
王
院
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
滋
賀
県
大
津
市
に
明
王
院
と
い
う
天
台
宗
の
寺
院
が
あ
る
。
天
台
修
験
の
道
場
で
、
不
動
明
王
の
霊
場
、
不
動
信
仰
の
聖
地
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
寺
で
あ
る
。
毘
沙
門
が
制
作
さ
れ
た
「
不
動
山
」
が
、
こ
の
明
王
院
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
明
王
院
は
「
息
障
明
王
院
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
還
俗
し
た
大
光
坊
の
名
乗
り
は
「
明
息
斎
」
で
、
同
じ
「
明
」
と
「
息
」
の
二
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
単
な
る
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
大
光
坊
が
大
吉
寺
焼
亡
後
、
こ
の
寺
に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
よ
う
に
浅
井
氏
滅
亡
後
、
琵
琶
湖
の
海
津
西
浜
に
遁
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
と
さ
れ
る
甥
の
井
関
家
久
ら
と
何
ら
か
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
大
光
坊
作
を
示
す
銘
記
の
あ
る
八
面
の
う
ち
、
竹
生
島
宝
厳
寺
蔵
小
尉
と
東
京
国
立
博
物
館
蔵
宝
来
女
は
、
ど
ち
ら
の
面
も
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異
な
る
書
体
、
構
成
の
刻
銘
で
、
二
つ
の
刻
銘
は
互
い
に
相
違
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
江
北
大
光
作

」「
井

」
の
タ
イ
プ
と
も
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
竹
生
島
小
尉
の
刻
銘
は
「
大
光
作

」
で
「
江
北
」
の
文
字
が
な
い
。
し
か
し
面
裏
の
彫
り
と
仕
上
げ
は
他
の
大
光
坊
作
品
と
酷
似
し
て
い
る
。
四
十
年
以
上
の
長
い
面
打
の
経
歴
の
中
で
わ
ず
か
な
作
例
し
か
現
存
し
な
い
た
め
、
大
光
坊
が
こ
の
刻
銘
を
刻
ん
だ
可
能
性
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
宝
来
女
の
刻
銘
は
「
井
関
大
光
坊
作
」
と
刻
ま
れ
、
僧
侶
名
の
「
大
光
坊
」
と
俗
人
名
の
「
井
関
」
が
一
緒
に
あ
る
の
は
矛
盾
し
て
お
り
、「

」
の
細
工
印
も
な
い
。
し
か
し
竹
生
島
小
尉
と
同
じ
く
、
面
裏
の
彫
り
は
他
の
大
光
坊
作
品
と
同
じ
特
徴
を
見
せ
、
時
代
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
刻
銘
の
矛
盾
に
対
す
る
説
明
と
し
て
、
毘
沙
門
の
面
と
同
様
に
、
面
表
の
墨
書
銘
に
記
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
宮
本
氏
が
大
光
坊
と
の
関
連
で
取
り
上
げ
た
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
に
つ
い
て
は
、
本
号
掲
載
の
「
面
打
井
関
備
中
守
追
考
」
で
論
及
さ
れ
て
い
る
。
（
1
）
『
月
の
出
羽
路
』
仙
北
郡
九（『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
未
来
社
、
一
九
七
八
年
）に
は
、
大
曲
の
金
剛
院
所
蔵
の
飛
出
面
の
図
と
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
刕
大
吉
寺
四
位
中
納
言
殿
作
り
、
浅
井
新
九
郎
殿
、
依
所
望
於
金
春
座
○
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
申
し
候
天
文
八
年
六
月
吉
日
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
本
圭
造
氏
は
「
四
位
中
納
言
」
が
「
西
坊
幸
賢
」
の
読
み
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
水
ト
ヒ
テ
」
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、
描
か
れ
て
い
る
面
の
造
形
か
ら
「
小
ト
ヒ
テ
」
の
読
み
間
違
い
と
考
え
、
こ
の
面
を
小
飛
出
と
し
た
。
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』（
仮
称
）は
井
関
河
内
一
族
の
末
裔
で
あ
る
谷
田
剛
氏
所
蔵
。
（
2
）
笹
野
竪
氏
『
雑
録
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
笹
野
竪
氏
旧
蔵
資
料
）
（
3
）
『
日
本
馬
術
史
』
第
三
巻（
大
日
本
騎
道
会
、
一
九
四
一
年
）
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（
4
）
観
世
文
庫
『
諸
家
花
押
控
』
は
、
署
名
、
花
押
を
写
し
た
紙
片
を
貼
り
付
け
た
帳
面
で
、
紙
片
の
文
字
に
は
観
世
元
章
の
筆
の
も
の
が
多
い
。
（
5
）
右
側
墨
書
銘
に
あ
る
満
真
の
花
押
は
、
個
人
蔵
出
目
満
真
作
舞
尉
の
面
裏
と
、
そ
の
面
に
添
え
ら
れ
た
書
状
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
6
）
土
佐
神
社
蔵
尉
の
彩
色
下
に
「
江
州
坂
田
北
郡
／
住
人
井
関
﹇
上
総
守
﹈
／
源
親
信
作
也
／
于
時
享
﹇
禄
﹈
元
年
／
八
月
十
六
日
」
の
墨
書
銘
、
松
井
文
庫
蔵
小
尉
と
上
野
紺
屋
町
蔵
阿
古
父
尉
の
面
裏
に
は
「
イ
せ
キ
◇
」
の
刻
銘
が
あ
る
。
（
7
）
『
金
春
家
伝
来
の
能
面
・
能
装
束
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
（
8
）
拙
著
『
佐
賀
鍋
島
の
伝
世
史
料
か
ら
見
た
「
大
名
面
」
の
制
作
と
蒐
集
の
実
態
』
（
9
）
鍋
島
報
效
会
蔵
『
御
能
御
面
其
外
御
道
具
』
（
10
）
前
掲
「
面
打
井
関
考
」、
田
邉
三
郎
助
「
面
打
ち
・
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」（『
月
刊
文
化
財
』
四
二
七
号
、
一
九
九
九
年
）
（
付
記
）
本
稿
掲
載
の
画
像
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
癋
見
の
墨
書
銘
は
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
よ
り
提
供
、
観
世
文
庫
『
諸
家
花
押
控
』
は
観
世
文
庫
よ
り
提
供
、
政
所
八
幡
神
社
蔵
大
飛
出
は
中
村
保
雄
『
政
所
若
宮
八
幡
神
社
の
能
面
・
能
装
束
』（
政
所
若
宮
八
幡
神
社
社
務
所
、
一
九
九
二
年
）よ
り
転
載
、
個
人
蔵
天
神
は
見
市
泰
男
氏
よ
り
提
供
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
癋
見
は
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
よ
り
提
供
、
土
佐
神
社
蔵
尉
は
『
能
・
狂
言
の
ふ
る
さ
と
近
江
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七
年
）よ
り
転
載
、
松
井
文
庫
蔵
小
尉
は
『
松
井
文
庫
創
立
三
十
周
年
記
念
―
松
井
家
の
能
』（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
五
年
）よ
り
転
載
。
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